
能
化
時
代
初
期
に
お
け
る
十
劫
久
遠
論
の
研
究
|
月
釜
師
を
中
心
に
|

序

論

本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
を
本
願
寺
に
お
け
る
学
林
創
設
か
ら
聞
も
な
い
能
化

時
代
初
駒
ま
で
遡
り
、
宗
学
が
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
当
時
の
十
劫
久
遠
の
思
想

に
着
目
し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
能
化
時
代
初
期
に
お
け
る
十
劫
久
遠
論
の

一
事
例
と
し
て
、
第
二
代
能
化
知
空
(
一
六
三
四
1
一
七
一
八
)
の
門
下
で
あ

る
、
月
容
一
(
一
六
七
一

1
一
七
二
九
)
の
思
想
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。

こ
こ
で
ま
ず
筆
者
が
注
目
す
る
、
能
化
時
代
初
期
と
月
答
に
関
す
る
先
行
研

究
に
触
れ
、
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
。
能
化
時
代
初
期
の
宗
学
は
、

②
 

「
素
朴
時
代
の
宗
学
」
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ

る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
根
本
問
題
、
例
え
ば

仏
性
論
・
衆
生
論
・
仏
身
仏
土
論
等
は
、
「
初
期
宗
学
者
の
見
解
以
上
い
か
に

@
 

発
展
せ
る
や
の
跡
を
知
る
に
苦
し
む
の
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
も
な
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
点
に
関
す
る
再
考
の
余
地
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
、

こ
の
根
本
問
題
の
一
つ
で
あ
り
、
尚
且
つ
注
目
す
べ
き
思
想
を
含
む
十
劫
久
遠

論
に
焦
点
を
当
て
る
の
で
あ
る
。
続
い
て
、
能
化
時
代
初
期
に
お
け
る
十
劫
久

能
化
時
代
初
期
に
お
け
る
十
劫
久
遠
論
の
研
究

品..LI

石

'恒

田

遠
論
を
研
究
す
る
に
当
た
り
、
な
ぜ
月
筆
に
着
目
す
る
の
か
、
そ
の
理
由
を
三

つ
ほ
ど
略
述
す
る
。
一
つ
目
は
、
月
笠
の
十
劫
久
遠
論
は
、
当
時
の
他
学
匠
に

④
 

比
べ
、
「
詳
細
に
し
て
深
遠
な
る
提
唱
」
と
評
さ
れ
、
ま
た
「
本
宗
に
於
け
る

⑤
 

十
劫
久
遠
論
中
の
数
々
成
仏
説
の
起
源
」
・
「
宝
雲
一
派
の
無
師
独
倍
説
に
影
響

す
句
」
と
み
ら
れ
る
所
論
が
腔
胎
す
る
。
よ
っ
て
能
化
時
代
初
期
、
更
に
は
江

戸
期
宗
学
に
お
け
る
十
劫
久
遠
論
を
研
究
す
る
に
当
た
り
、
月
筆
の
思
想
を
研

究
対
象
と
す
る
必
要
性
が
あ
る
。
二
つ
目
に
、
こ
の
よ
う
な
月
筆
の
十
劫
久
遠

論
が
、
彼
の
著
作
で
あ
る
『
真
宗
閥
節
』
に
お
い
て
も
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
こ
の
書
物
は
後
に
発
達
し
た
論
題
研
究
の
基
礎
と
も
い
う
べ
き
名
著

⑦
 

と
評
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
、
上
述
の
浄
土
真
宗
に
お
け
る
根

本
問
題
、
言
い
換
え
れ
ば
、
仏
教
に
お
け
る
根
本
問
題
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
『
真
宗
閥
節
』
は
、
同
時
代
の
書
物
の
中
で
特
に
検
討

す
べ
き
著
作
で
あ
る
。
三
つ
目
は
、
大
坂
地
域
の
出
版
文
化
の
興
盛
に
よ
っ
て
、

真
偽
未
決
の
聖
教
類
が
氾
濫
し
、
教
学
・
安
心
の
相
承
に
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と

を
危
倶
し
た
月
筆
が
、
そ
れ
ら
の
正
統
を
保
持
し
よ
う
と
努
め
た
姿
勢
が
、

@
 

『
月
笠
聖
教
目
録
』
よ
り
窺
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
門
弟

九



に
も
受
け
継
が
れ
、
宝
暦
九
年
こ
七
五
九
)
、
桂
巌
(
一
七

O
三
1
一
七
七

八
)
、
泰
巌
(
一
七
一
一

1
一
七
六
三
)
等
が
、
権
威
と
な
る
べ
き
和
語
聖
教
の

校
刻
を
宗
主
に
申
し
出
、
法
知
宗
主
(
一
七

O
七
1
一
七
八
九
)
は
、
こ
れ
を

宝
暦
十
一
年
(
一
七
六
一
)
に
迎
え
る
宗
祖
五
百
回
大
遠
忌
の
記
念
事
業
の
一

つ
と
し
て
嘉
納
し
、
泰
巌
等
を
幹
事
に
任
じ
、
『
真
宗
法
要
』
編
纂
を
行
っ
た

⑨
 

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
在
野
か
ら
中
央
へ
向
け
て
の
積
極
的
な
働
き

か
け
が
み
ら
れ
、
こ
の
動
き
が
当
時
の
宗
学
や
安
心
の
形
成
に
も
影
響
を
与
え

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
従
来
こ
の
時
代
に
関
す
る
宗
学
史
は
、
能

化
を
中
心
に
示
き
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
加
え
、
在
野
の
動
向
の
詳

細
な
る
検
討
も
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
上
述
の
根
本
問
題
に
関
す
る
初
期
宗

学
者
の
見
解
の
中
、
在
野
学
匠
で
あ
る
月
釜
の
十
劫
久
遠
論
に
焦
点
を
当
て
、

こ
れ
を
時
代
背
景
・
地
域
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
再
検
討
す
る
と
共
に
、
親

歯
周
・
歴
代
に
お
け
る
十
劫
久
遠
の
思
想
と
の
比
較
検
討
を
行
う
こ
と
で
、
能
化

時
代
初
期
に
お
け
る
十
劫
久
遠
論
の
思
想
的
特
色
、
及
ぴ
同
時
代
的
意
義
の
一

端
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

そ
も
そ
も
、
筆
者
の
十
劫
久
遠
論
の
研
究
は
、
阿
弥
陀
仏
の
成
道
が
十
劫
か

久
遠
か
と
い
っ
た
思
想
が
、
阿
弥
陀
仏
の
救
済
の
対
象
で
あ
る
我
々
と
い
か
に

ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
つ
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
端
を
発
す
る
も
の

関
わ
り
、

で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
点
に
論
及
す
る
た
め
の
一
考
察
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
能
化
時
代
初
期
に
関
す
る
従
来
の
評
価
(
「
素
朴
時
代
の
宗
学
」
)
や
、

こ
の
時
代
の
宗
学
史
(
能
化
中
心
)
を
再
検
討
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
に
論

九
四

及
す
る
た
め
の
、

一
段
階
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

第
一
章

月
釜
の
略
歴
と
時
代
背
景

月
釜
の
行
跡
に
関
し
て
は
、
『
笛
峰
道
人
月
笠
律
師
行
状
』
、
『
大
谷
本
願
寺

通
紀
』
、
『
清
流
紀
談
』
、
『
本
願
寺
派
学
事
史
』
(
以
下
、
『
学
事
史
』
)
、
『
真
宗
畢

史
』
、
『
真
宗
本
派
学
僧
逸
伝
』
、
『
真
宗
新
辞
典
』
、
『
日
本
仏
教
人
名
辞
典
』
、

⑮
 

『
真
宗
人
名
辞
典
』
等
に
記
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
月
釜
が
享
保
十
四
年

(
一
七
二
九
)
に
示
寂
し
た
後
、
後
嗣
月
渓
(
一
七
二
ハ
l
不
明
)
に
よ
っ
て
享

保
十
五
年
(
一
七
三
O
)
に
著
さ
れ
た
『
笛
峰
道
人
月
釜
律
師
行
状
』
に
は
、

月
釜
の
行
状
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
上
記
の
伝
記
類
の
大
半
は
、
『
笛
峰

道
人
月
釜
律
師
行
状
』
に
記
さ
れ
た
行
跡
を
基
と
し
、
こ
れ
に
月
釜
の
著
作
や

思
想
に
関
す
る
文
言
等
を
加
え
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
で
、
主
に

『
笛
峰
道
人
月
築
律
師
行
状
』
の
記
述
内
容
を
用
い
て
、
月
容
一
の
略
歴
を
記
す
。

月
釜
は
、
寛
文
十
一
年
(
一
六
七
二
十
一
月
十
一
日
に
摂
津
天
満
街
に
生
ま

れ
旬
。
師
父
が
諸
方
に
遊
化
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
幼
齢
よ
り
寺
務
を
行
い
、

毎
年
夏
秋
の
時
期
に
は
、
百
余
村
の
門
葉
を
巡
り
人
々
を
教
化
し
て
い
た
。
貞

享
三
年
(
一
六
八
六
)
、
十
六
歳
に
し
て
定
専
坊
の
住
職
と
な
る
。
居
る
と
こ

ろ
の
室
を
蓮
華
蔵
閣
と
称
し
、
学
寮
を
つ
く
り
同
名
を
付
し
た
。
ま
た
華
蔵
会

を
設
立
し
て
、
毎
月
十
五
日
に
仏
前
に
お
い
て
課
諦
し
、
あ
る
い
は
法
門
を
談

じ
、
あ
る
い
は
門
弟
を
試
し
て
い
た
。
享
保
十
四
年
(
一
七
二
九
)
十
一
月
十

五
日
、
五
十
九
歳
に
し
て
示
寂
し
て
い
る
。

月
答
に
関
す
る
評
価
と
し
て
、
『
学
事
史
』
に
は
、
「
若
震
と
同
時
代
に
於
て
、



⑫
 

学
徳
相
匹
敵
し
て
、
宗
侶
領
袖
た
り
し
者
は
、
大
坂
天
満
の
月
釜
と
す
」
と
述

べ
ら
れ
、
『
真
宗
事
史
』
に
は
、

浪
華
の
月
笠
亦
碩
学
高
徳
の
誉
あ
り
て
師
知
空
の
名
を
辱
か
し
め
ず
。

(
中
略
)
『
稽
讃
浄
土
教
駕
説
』
『
正
信
偽
勤
説
』
『
和
讃
嘗
解
』
『
真
宗
関

節
』
等
の
遺
著
、
今
猶
ほ
愛
読
す
る
も
の
多
し
、
就
中
『
真
宗
関
節
』
は

十
五
巻
あ
り
て
(
中
略
)
此
中
廻
向
に
就
き
て
、
利
他
廻
向
は
真
宗
教
義

に
も
亦
許
す
べ
し
と
い
ふ
説
の
如
き
は
当
時
既
に
物
議
を
起
き
ん
と
せ
し

も
、
月
峯
の
名
声
の
籍
甚
た
る
が
た
め
人
恐
れ
て
之
を
責
る
も
の
な
か
り

⑬
 

し
と
い
ふ
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
原
性
実
氏
は
、

特
に
注
意
し
た
い
事
は
、
彼
の
宗
学
が
常
に
修
道
・
実
践
・
愛
楽
の
上
に

基
調
を
置
き
、
こ
れ
と
相
即
せ
る
こ
と
で
あ
る
、
即
ち
阿
弥
陀
仏
論
に
於

け
る
数
々
成
仏
説
と
い
ひ
行
信
論
に
於
け
る
能
行
説
と
い
ひ
、
報
謝
論
に

於
け
る
不
回
向
説
と
云
ひ
悉
く
彼
の
法
昧
愛
楽
の
上
よ
り
詮
表
さ
れ
た
学

⑪
 

説
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。

次
に
、
月
釜
が
生
き
た
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
窺
う
こ
と
に
す
る
。

和
田
幸
司
氏
は
、
第
二
代
能
化
知
空
が
記
し
た
「
光
善
寺
教
行
寺
箇
条
書
の

破
文
」
(
以
下
、
「
破
文
」
)
を
検
討
し
、
「
「
安
心
決
定
紗
」
の
誤
読
に
よ
る
信
仰
、

す
な
わ
ち
、
「
煩
悩
即
菩
提
」
と
い
っ
た
岡
山
惟
が
、
元
禄
初
期
の
河
内
・
摂
津

⑮
 

国
に
お
い
て
、
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
「
破

文
」
は
、
元
禄
八
年
(
一
六
九
五
)
に
一
家
衆
で
あ
る
寂
玄
と
寂
超
と
が
、
能

能
化
時
代
初
期
に
お
け
る
十
幼
久
遠
論
の
研
究

化
知
空
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
た
事
件
の
論
争
の
経
緯
・
具
体
的
内
容
を
知
る
上

で
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
本
事
件
の
当
事
者
で
あ

る
寂
玄
(
河
内
国
・
出
口
光
善
寺
)
と
寂
超
(
摂
津
国
・
名
監
教
行
寺
)
は
、
『
安

心
決
定
紗
』
を
中
心
と
し
た
十
劫
安
心
・
仏
凡
一
体
を
内
容
と
す
る
真
如
法
性

⑬
 

傾
倒
型
の
安
心
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、
月
筆
(
天
満
定
専
坊
)
の
周

辺
に
も
、
そ
の
影
響
が
及
ん
だ
可
能
性
が
存
す
る
点
で
あ
る
。
和
田
氏
の
論
考

の
中
で
は
、
光
善
寺
に
宛
て
ら
れ
た
「
諸
国
江
遺
書
状
留
」
元
禄
八
年
(
一
六

九
五
)
十
二
月
二
十
七
日
条
の
記
事
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
同
氏
は
、

翌
元
禄
九
年
(
一
六
九
六
)
一
月
に
光
善
寺
は
東
派
に
転
派
し
た
こ
と
か

ら
推
察
す
る
と
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
記
事
は
本
異
義
事
件
で
あ
る
「
安
心

決
定
紗
」
に
お
け
る
無
帰
命
安
心
と
関
わ
っ
て
の
も
の
だ
ろ
う
。
本
史
料

と
ほ
ぼ
同
内
容
の
書
簡
は
、
「
諸
国
江
遺
書
状
留
」
元
禄
八
年
十
二
月
二

十
七
日
条
に
は
十
通
存
在
し
、
い
ず
れ
も
摂
津
・
河
内
国
の
寺
院
な
ら
び

に
住
職
の
「
不
届
」
を
対
象
と
す
る
内
容
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
、
宛
先
が
上
寺
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
は
出
口
光
善
寺
を
は
じ
め
と
し

て
、
大
坂
天
満
定
専
坊
・
堺
宝
光
寺
・
九
条
西
光
寺
・
大
坂
金
光
寺
・
萩

清
光
寺
・
摂
州
超
光
寺
と
な
っ
て
お
り
、
光
善
寺
末
寺
以
外
に
も
異
義
と

し
て
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
「
安
心
決
定
紗
」

に
関
わ
っ
て
の
無
帰
命
安
心
は
、
摂
津
・
河
内
国
に
お
い
て
、
あ
る
程
度

広
が
り
を
み
せ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

⑫
 

と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

九
五



こ
の
よ
う
な
和
田
氏
の
論
述
は
、
近
世
仏
教
思
想
史
の
分
野
に
お
い
て
、
大

@
 

桑
斉
氏
が
主
張
す
る
見
解
に
、
事
例
提
供
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
大
桑
氏
は
、

江
戸
初
期
の
民
衆
に
は
「
煩
悩
即
菩
提
」
と
い
う
思
惟
、
そ
し
て
「
唯
心
待
土

己
心
弥
陀
」
・
「
心
外
無
別
法
」
等
の
言
葉
に
示
さ
れ
る
、
心
を
中
心
と
し
た
仏

教
唯
心
論
が
広
く
展
開
し
て
い
た
と
い
う
見
解
を
示
し
、
更
に
当
時
の
真
宗
に

関
し
て
も
、
「
往
生
正
覚
同
時
成
就
」
の
思
想
を
合
む
『
安
心
決
定
紗
』
が
大

き
な
影
響
力
を
持
ち
、
「
生
仏
互
入
一
体
」
と
い
う
思
想
と
相
侠
っ
て
、
「
衆
生

と
仏
の
即
自
的
無
媒
介
的
一
体
説
」
が
発
生
し
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
指
摘
を
踏
ま
え
る
と
、
月
答
が
生
き
た
時
代
、
そ
し
て
周
辺

地
域
に
、
所
謂
十
劫
安
心
や
無
帰
命
安
心
と
い
っ
た
思
惟
が
、
あ
る
程
度
広
が

り
を
み
せ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
以
下
で
は
、
こ
の
よ

う
な
地
域
状
況
に
も
特
別
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
月
釜
の
思
想
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
す
る
。
最
後
に
、
一
言
付
け
加
え
る
と
、
筆
者
の
立
場
は
往
々
に

し
て
、
従
来
の
月
容
一
に
関
す
る
評
価
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
本

稿
で
は
そ
の
中
、
上
述
の
根
本
問
題
、
特
に
十
劫
久
遠
論
に
つ
い
て
の
彼
の
評

価
を
、
よ
り
一
層
強
調
す
る
こ
と
を
主
要
な
課
題
と
す
る
。

第
二
章

月
釜
に
お
け
る
十
劫
久
遠
論

第
一
節

月
笠
の
十
劫
久
遠
論
と
十
劫
安
心

月
釜
に
関
す
る
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
彼
の
十
劫
久
遠
論
の
説
示
が
詳
細

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
こ
の
思
想
が
形
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
要

九
六

因
、
更
に
は
思
想
的
位
置
付
け
に
対
す
る
検
討
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
第
一
に
、
月
峯
は
、
当
時
身
近
に
存
在
し
た
十
劫
安

心
の
誤
っ
た
信
仰
に
対
し
て
、
教
学
・
安
心
の
正
統
を
保
持
す
る
た
め
、
「
学

問
即
護
法
、
護
法
即
学
陶
」
と
い
う
意
識
の
も
と
に
、
十
劫
久
遠
論
を
展
開
し

て
い
る
一
面
が
あ
る
と
い
う
試
論
を
提
示
す
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、
月
峯
の
安
心
と
学
問
観
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
際
、
安

心
に
関
し
て
は
『
八
燦
問
答
』
を
、
学
問
観
に
つ
い
て
は
、
『
真
宗
関
節
』
「
護

法
篇
」
を
用
い
て
検
討
し
て
い
く
。
『
八
侮
問
答
』
は
、
享
保
三
年
(
一
七
一

八
)
三
月
九
日
、
月
釜
四
十
八
歳
の
時
の
著
述
で
、
華
蔵
閣
に
お
い
て
、
門
人

と
対
話
し
問
答
し
た
内
容
を
記
録
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
末
尾
の
文
に
は

執
筆
事
由
と
し
て
、
秘
事
法
門
へ
の
批
判
と
、
機
の
扱
い
に
て
は
か
ら
う
こ
と

へ
の
注
意
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
文
内
容
を
大
ま
か
に
述
べ
る
と
、
安
心
、

ま
た
複
数
の
疑
難
や
邪
義
に
つ
い
て
の
問
答
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す

べ
き
は
、
全
体
の
半
分
以
上
が
十
劫
安
心
に
関
す
る
文
言
と
な
っ
て
い
る
点
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
確
認
し
た
上
で
、
『
八
篠
問
答
』
よ
り
、
①
「
安

心
」
、
②
「
十
劫
安
心
に
対
す
る
説
示
」
、
の
二
点
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
い

J

《、ま
ず
、
①
「
安
心
」
に
つ
い
て
は
、
我
宗
の
安
心
は
ど
の
よ
う
に
心
得
る
べ

き
か
と
い
う
聞
い
に
対
す
る
月
釜
の
返
答
箇
所
に
、

一
期
に
一
度
如
来
に
向
ひ
奉
て
。
御
助
候
へ
と
頼
み
申
せ
は
。
必
す
知
来

の
御
助
に
あ
っ
か
り
候
て
。
其
一
念
の
時
よ
り
。
摂
取
の
心
光
に
お
さ
め

と
ら
れ
ま
い
ら
せ
て
。
往
生
浄
土
の
人
数
一
分
に
定
給
は
り
。
(
中
略
)



順
次
は
決
定
往
生
を
と
げ
奉
る
こ
と
。
露
ち
り
は
と
も
疑
う
心
な
く
喜
ひ

奉
る
を
。
ま
さ
し
く
一
流
相
伝
の
安
心
と
申
な
り
。

(
『
真
宗
全
書
』
六
二
、

一
頁
)

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
文
か
ら
は
、
師
知
空
の
安
心
が
蓮
如
の
そ
れ
を
色
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濃
く
承
け
た
も
の
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
月
釜
に
も
そ
の
傾
向
を
読
み
と
れ
る
。

次
に
、
②
「
十
劫
安
心
に
対
す
る
説
示
」
は
、
「
あ
る
人
の
申
候
は
」
と
始

ま
り
、
「
あ
る
人
」
(
十
劫
安
心
)
の
所
説
が
述
べ
ら
れ
、
こ
の
人
(
十
劫
安
心
)

の
所
説
は
ど
う
し
て
仮
事
な
の
か
、
と
い
う
問
い
に
対
す
る
月
笠
の
返
答
に
み

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
大
な
る
仮
事
に
て
候
。
こ
れ
は
昔
十
幼
秘
事
と
て
。

甚
た
い
ま
し
め
に
く
み
た
ま
ふ
邪
解
に
て
(
以
下
省
陶
)
」
と
し
、
以
下
で
は
、

こ
の
よ
う
な
邪
解
は
附
仏
法
の
外
道
の
仕
業
と
す
る
と
、
厳
し
い
態
度
を
表
明

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
十
劫
秘
事
の
所
説
が
仮
事
で
あ
る
根
拠
と
し
て
、
「
正

依
の
浄
土
三
部
経
」
・
「
三
国
伝
来
の
論
釈
」
・
親
鴬
の
著
述
等
に
、
そ
の
よ
う

な
言
葉
が
な
く
、
特
に
「
蓮
如
上
人
御
文
章
の
中
に
。
こ
の
邪
解
を
深
く
誠
め

給
ふ
御
言
葉
あ
拘
」
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
更
に
、
『
御
文
章
』
中
の
十
劫
安

心
に
対
す
る
破
邪
(
十
劫
秘
事
を
破
す
て
顕
正
(
真
実
信
心
を
顕
す
)
と
同
趣

の
論
法
で
、
こ
れ
を
誠
し
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
文
言
か
ら
、
当
時
月
笠
の
周
辺
に
十
劫
安
心
が
存
在
し
た
こ
と
が

窺
え
る
。
ま
た
問
い
(
十
劫
安
心
の
所
説
)
の
中
に
、
秘
事
法
門
と
み
ら
れ
る

所
説
が
あ
り
、
月
釜
自
身
も
「
十
劫
秘
事
」
と
明
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
②

「
十
劫
安
心
に
対
す
る
説
示
」
は
『
八
線
問
答
』
の
執
筆
事
由
で
あ
る
秘
事
法

門
へ
の
批
判
に
該
当
す
る
。
十
劫
秘
事
に
関
す
る
文
言
が
全
体
の
半
分
以
上
を

能
化
時
代
初
期
に
お
け
る
十
劫
久
遠
論
の
研
究

占
め
る
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
『
八
僚
問
答
』
の
主
題
は
十
劫
秘
事
へ
の
対
応

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
①
・
②
の
考
察
か
ら
、
『
八
保
問
答
』
に
お
い

て
は
、
蓮
知
型
の
安
心
、
一
念
帰
命
の
他
力
信
心
を
も
っ
て
十
劫
秘
事
に
対
応

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

続
い
て
、
『
真
宗
閥
節
』
「
護
法
篇
」
よ
り
月
笠
の
、
③
「
学
問
観
」
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
く
。
「
護
法
篇
」
は
、
享
保
三
年
(
一
七
一
八
)
六
月
に
起
草

さ
れ
た
。
こ
れ
は
『
八
保
問
答
』
執
筆
か
ら
お
よ
そ
=
ヨ
月
後
の
こ
と
で
あ
る
。

本
文
に
は
、
③
「
学
問
観
」
や
、
当
時
の
学
問
の
状
況
、
真
宗
僧
侶
の
あ
る
べ

き
姿
、
等
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

所
詮
己
か
平
生
に
談
す
る
仏
法
は
何
の
為
と
思
て
な
す
事
そ
や
、
若
正
法

を
相
続
し
て
仏
法
の
命
脈
の
断
絶
せ
き
ら
ん
為
と
思
や
、
又
は
唯
己
か
見

識
を
人
に
称
誉
せ
ら
れ
ん
為
と
思
や
、
(
中
略
)
若
唯
己
か
見
解
を
称
美

せ
ら
れ
ん
為
な
ら
は
、
即
是
れ
附
仏
法
の
外
道
と
云
者
也
、
(
中
略
)
若

実
に
護
法
の
志
に
て
聖
教
を
沙
汰
す
る
心
な
ら
は
、
た
と
ひ
己
か
為
に
は

怨
鰍
な
り
と
も
、
正
理
を
顕
す
人
な
ら
は
、
随
喜
し
讃
嘆
す
へ
し
、
こ
れ

正
法
の
弘
通
を
喜
ふ
故
な
れ
は
、
そ
れ
こ
そ
護
法
の
本
意
と
云
へ
し

(
『
真
宗
全
書
』
五
三
、
三
頁
l
四
頁
)

正
法
を
相
続
し
て
仏
法
の
命
脈
を
断
絶
さ
せ
な
い
た
め
に
仏

法
を
談
ず
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
護
法
の
志
に
て
聖
教
を
沙
汰

す
べ
き
で
あ
り
、
正
法
の
弘
通
を
喜
ぶ
こ
と
こ
そ
護
法
の
本
意
で
あ
る
と
述
べ

こ
こ
で
月
筆
は
、

て
い
る
。
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こ
れ
ら
の
文
よ
り
、
月
笠
の
学
問
観
に
は
、
「
学
問
即
護
法
、
護
法
即
学
問
」

九
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と
い
う
一
面
が
窺
え
る
。

正
法
に
反
す
る
よ
う
な
思
惟
・
信
仰
に
は
、

自
身
が
護
法
の
志
に
て
聖
教
を
学
び
、
正
法
を
談
じ
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
く

と
い
う
、
積
極
的
な
姿
勢
を
一
面
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
こ
の

つ
ま
り
、

こ
と
は
「
彼
の
宗
学
が
常
に
修
道
・
実
践
・
愛
楽
の
上
に
基
調
を
置
き
、
こ
れ

と
相
即
せ
る
」
と
の
指
摘
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
己
の
見
解
を

称
嘆
せ
ら
れ
ん
が
た
め
に
仏
法
を
談
ず
る
者
は
、
「
附
仏
法
の
外
道
」
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
『
八
篠
問
答
』
(
②
「
十
劫
安
心
に
対
す
る
説

示
」
)
の
中
に
あ
る
、
「
も
と
よ
り
利
用
の
た
め
に
。
愚
な
る
在
家
の
輩
を
た
ふ

ら
か
し
て
。
い
か
さ
ま
め
つ
ら
し
き
教
に
て
(
中
略
)
か
ゃ
う
の
邪
解
は
。
附

仏
法
の
外
道
の
し
わ
さ
」
と
の
文
と
似
通
っ
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
月
釜
は

『
八
候
問
答
』
に
て
破
し
た
、
利
用
の
た
め
に
珍
し
い
教
え
を
説
く
十
劫
秘
事

と
、
「
己
の
見
解
を
称
美
せ
ら
れ
ん
為
」
に
仏
法
を
談
じ
る
者
は
、
共
に
「
附

仏
法
の
外
道
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
部
分
で
は
、
学
問
即
護

法
と
い
う
彼
の
学
問
観
と
、
「
附
仏
法
の
外
道
」
(
利
用
の
た
め
に
珍
し
い
教
え

を
説
く
十
劫
秘
事
・
己
の
見
解
を
称
美
せ
ら
れ
ん
為
に
仏
法
を
談
じ
る
者
)
が
、
対

立
す
る
も
の
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
で
、
月
釜
の
安
心
と
学
問
観
に
関
す
る
検
討
を
終
え
る
が
、
当
箇
所
で

は
、
月
釜
の
学
問
や
著
作
中
の
説
示
と
、
当
時
彼
の
身
近
に
存
在
し
た
十
劫
秘

事
が
、
一
面
に
お
い
て
関
連
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
特
に
注
意
し
た
い
。

次
に
、
先
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
月
釜
の
十
劫
久
遠
論
と
十
劫
秘
事
と
の

関
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
そ
の
際
、
『
真
宗
閥
節
』
「
源
頭
論
」
と
、

@
 

『
真
宗
関
節
』
の
末
尾
に
添
え
ら
れ
た
門
弟
泰
巌
の
政
文
を
用
い
る
こ
と
と
す

九
八

る
。
「
源
頭
論
」
は
、
享
保
四
年
(
一
七
一
九
)
十
一
月
十
九
日
、
月
容
一
四
十

九
歳
の
時
に
著
わ
さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
護
法
篇
」
執
筆
か
ら
お
よ
そ
一
年
五
ヶ

月
後
の
こ
と
で
あ
る
。
本
文
で
は
、
仏
身
論
・
衆
生
論
・
仏
性
論
等
が
縦
横
無

尽
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
、
特
に
「
十
劫
久
遠
の
問
題
に
つ
い
て
、
仏

@
 

と
衆
生
の
関
係
を
考
察
す
る
に
詳
細
を
尽
し
て
い
る
」
こ
と
に
注
目
し
、
④

「
十
劫
久
遠
の
説
示
と
十
劫
秘
事
と
の
関
連
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
、
「
源
頭
論
」
の
初
め
に
は
、
源
頭
(
諸
仏
の
最
初
と
し
て
根
本
の
師
と

な
る
仏
)
に
つ
い
て
の
疑
問
が
あ
る
も
の
に
対
し
て
、
た
と
え
源
頭
を
知
り
尽

し
て
も
最
要
は
堅
固
の
信
心
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
『
御
文
章
』

に
て
十
劫
秘
事
を
誠
し
め
る
際
に
用
い
ら
れ
た
、
「
弥
陀
如
来
の
正
覚
を
な
り

た
ま
へ
る
い
は
れ
を
し
り
た
り
と
い
ふ
と
も
、
わ
れ
ら
が
往
生
す
べ
き
他
力
の

@
 

信
心
と
い
ふ
い
は
れ
を
し
ら
ず
ば
い
た
づ
ら
ご
と
な
り
」
と
の
文
言
と
内
容
的

に
同
趣
で
あ
る
。
ま
た
『
御
文
章
』
三
帖
目
八
通
に
て
十
効
秘
事
を
誠
し
め
る

箇
所
に
み
ら
れ
る
、
「
宝
の
山
に
入
て
手
を
空
し
く
す
句
」
と
の
文
言
も
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
源
頭
論
」
の
起
草
に
際
し
、
月
釜
に
は
十
劫
秘
事

へ
の
意
識
が
あ
っ
た
可
能
性
を
見
出
せ
る
。
そ
こ
で
、
「
源
頭
論
」
に
お
い
て
、

具
体
的
に
十
劫
秘
事
に
つ
い
て
述
べ
、
こ
れ
を
破
し
て
い
か
れ
る
部
分
を
取
り

上
げ
よ
う
と
思
う
が
、
そ
の
前
に
、
こ
の
部
分
に
至
る
ま
で
の
「
源
頭
論
」
の

流
れ
を
、
先
行
研
鈴
を
参
考
に
し
な
が
ら
確
認
し
て
お
く
。

初
め
に
、

(
i
)
久
遠
と
十
劫
の
関
係
「
果
後
の
方
便
」
(
"
と
十
劫
六
義

(
…

m)
数
々
成
仏
説
と
同
趣
の
説
示
(
・
W
)

久
遠
と
十
劫
の
関
係
「
無
二
無

別
」
、
等
の
十
劫
久
遠
論
が
十
劫
秘
事
に
関
す
る
文
言
に
先
だ
っ
て
展
開
さ
れ



@
 

て
い
る
点
に
着
目
す
る
。

(i) 
久
成
本
有
の
阿
弥
陀
仏
が
十
劫
の
昔
、
衆
生
済
度
の
た
め
か
り
に

法
蔵
比
丘
と
な
り
、
世
自
在
王
仏
の
所
に
て
大
願
を
発
し
、
再
び

正
覚
を
な
し
、
西
方
に
浄
土
を
構
え
て
今
時
濁
悪
の
凡
夫
を
引
接

@
 

さ
れ
る
こ
と
を
「
果
後
の
方
便
」
と
す
る
。

十
劫
に
つ
い
て
、
鎮
西
の
所
論
で
あ
る
、
単
・
常
演
・
赴
機
・
延

促
・
本
門
・
迩
門
の
六
義
を
用
い
て
、
真
宗
義
は
赴
機
を
主
と
し
、

こ
れ
に
本
・
迩
・
単
の
三
義
を
摂
す
と
す
旬
。

(

H

U

)

 

(
…
山
)

衆
生
は
無
辺
で
あ
り
値
仏
の
因
縁
に
親
疎
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
衆

生
の
機
類
に
応
じ
て
幾
度
も
困
に
降
り
果
に
昇
っ
て
、
済
化
の
結

縁
を
設
け
救
済
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
極
言
し
て
「
一
機
一

@
 

縁
」
と
も
す
る
。

@
 

久
遠
と
十
劫
の
関
係
を
「
無
二
無
別
」
と
す
る
。

こ
れ
ら
の
十
劫
久
遠
論
に
よ
っ
て
、

(
A
)
阿
弥
陀
仏
は
無
始
本
有
の
第
一
仏

(
本
有
の
誓
願
)
で
あ
り
、

(
B
)
十
劫
正
覚
の
弥
陀
は
、
迷
い
の
衆
生
を
救
う

た
め
に
再
成
さ
れ
た
仏
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
か
れ
る
。
つ
ま
り
、
阿
弥
陀

(
-
W
)
 

仏
を
本
師
本
仏
と
し
た
上
で
、
十
劫
義
を
明
確
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
(
一
)
衆
生
論
会
一
)
仏
性
論
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
ら
の

思
想
も
十
劫
秘
事
に
関
す
る
文
言
に
先
だ
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

親
鳴
の
、
「
自
身
現
是
罪
悪
生
死
凡
夫
、
噴
劫
巳
来
常
没
常
流
転
、
無
ν
有
ニ
出

離
之
陶
-
」
の
文
等
を
あ
げ
、

，・町、

一、ー...，

自
力
で
は
妄
悪
を
転
し
て
真
善
を
成
す
へ
き
便
り
は
な
く
、
こ
の

能
化
時
代
初
期
に
お
け
る
十
劫
久
遠
論
の
研
究

妄
悪
を
転
し
真
善
を
成
じ
な
け
れ
ば
、
ま
た
恒
沙
劫
に
も
成
仏
の

正
因
を
成
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。
ま
た
衆
生
は
無
辺
な

る
も
の
で
、
値
仏
の
悶
縁
に
は
親
疎
が
あ
る
と
み
る
。
そ
し
て
凡

@
 

夫
の
無
明
を
無
始
の
も
の
と
す
る
。

"...、

一一、_，

仏
性
を
正
因
仏
性
縁
因
仏
性
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
す
。
正
困
仏
性
と

は
知
来
の
自
性
本
有
の
徳
(
体
徳
)
が
法
界
に
遍
満
す
る
も
の
で

あ
り
、
縁
因
仏
性
と
は
知
来
回
向
の
大
信
で
あ
る
。
そ
し
て
正
因

仏
性
の
妙
用
は
、
縁
因
仏
性
を
も
っ
て
顕
わ
れ
る
と
す
る
。
ま
た

衆
生
の
仏
性
は
無
始
よ
り
法
爾
と
し
て
無
明
に
変
わ
っ
て
い
る
も

@
 

の
と
す
る
。

こ
の
衆
生
論
・
仏
性
論
に
よ
っ
て
、

(a)
衆
生
は
無
始
よ
り
迷
い
の
存
在
で

あ
り
、

(
b
)
妄
悪
を
転
じ
な
け
れ
ば
成
仏
の
正
因
を
成
ず
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
月
笠
は
阿
弥
陀
仏
と
衆
生
を
対
立
的
【
仏

(
A
)
・
生

(a)
】
【
仏

(B)
・
生

(
b
)
】
な
存
在
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
上
で
、
「
無
始
よ
り
法
爾
と
し
て
生
仏
の
差
別
有
て
、
而
も
そ
の
性
向
か

故
に
、
知
来
本
有
の
大
慈
悲
よ
り
衆
生
の
妄
心
を
転
し
て
、
自
体
の
性
徳
と
同

@
 

一
の
作
用
を
な
さ
し
め
ん
為
め
に
、
こ
の
大
願
を
建
立
し
給
ふ
也
」
と
、
衆
生

は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
よ
っ
て
、
妄
心
を
転
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
で
、
十
劫
秘
事
に
関
す
る
文
言
へ
至
る
ま
で
の
論
理
展
開
を
確
認
し
た

の
で
、
こ
こ
か
ら
は
、
具
体
的
に
十
劫
秘
事
に
つ
い
て
述
べ
、
こ
の
所
説
を
破

九
九



し
て
い
か
れ
る
部
分
を
取
り
上
げ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
十
劫
秘
事
の
所
説
と
し

て

弥
陀
は
十
劫
巳
前
に
衆
生
往
生
せ
す
は
正
覚
と
ら
し
と
誓
ひ
給
ひ
て
既
に

正
覚
な
り
給
へ
は
、
我
等
は
十
劫
の
昔
に
往
生
成
仏
せ
り
、
こ
の
道
理
を

知
ぬ
故
に
い
ま
ま
で
迷
ひ
来
れ
り
、
こ
れ
を
知
る
と
き
は
何
そ
迷
に
と
と

ま
る
へ
き
、
こ
れ
に
由
れ
は
今
こ
と
さ
ら
に
仏
を

ぬ

(
『
真
宗
全
書
』
五
三
、
七
七
頁
・
傍
線
は
筆
者
)

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
所
説
に
対
し
て
、
月
釜
は
、
「
無
始
本
有
に

@
 

同
一
法
性
の
上
に
法
爾
と
し
て
迷
悟
の
品
と
云
ふ
も
の
あ
る
」
こ
と
を
知
ら
な

い
、
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
く
。
つ
ま
り
、
傍
線
部
の
、
十
劫
の
昔
に
す
で

に
往
生
成
仏
し
て
い
る
、
と
い
う
誤
っ
た
理
解
に
対
し
て
は
、
上
述
の
論
理

【仏

(A)
・
生

(
a
)
】
に
よ
っ
て
、

阿
弥
陀
如
来
は
無
始
本
有
に
発
真
し
て
源
に
住
し
給
ふ
仏
な
る
故
に
、
そ

の
知
見
よ
り
は
、
十
方
法
界
の
情
非
情
と
も
に
本
来
成
仏
に
非
ざ
る
こ
と

な
し
と
見
給
ふ
な
り

と
述
べ
、
ま
た
、

(
『
真
宗
全
書
』
五
三
、
七
五
頁
)

衆
生
と
云
も
の
は
こ
れ
ま
た
無
始
よ
り
本
有
と
無
明
の
諸
惑
に
迷
う
て
い

る

者

な

る

故

に

、

本

来

仏

と

云

ふ

事

を

知

ら

ぬ

(

同

右

)

と
し
て
、
仏
と
衆
生
の
差
別
を
示
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
こ
の
上
で
、

十
劫
巳
前
に
衆
生
往
生
す
と
云
は
、
如
来
の
正
覚
の
上
の
成
就
の
徳
を
の

給
ふ
な
り
、
衆
生
の
方
に
は
そ
の
一
念
の
真
信
発
ら
さ
る
内
は
、
十
劫
己

来
そ
の
ま
ま
迷
妄
の
衆
生
也

一O
O

lま

(
『
真
宗
全
書
』
五
三
、
七
八
頁
・
傍
線
は
筆
者
)

と
、
こ
の
誤
り
を
破
し
て
い
か
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
太
線
部
の
、
仏
を
頼

む
必
要
は
な
い
、
と
い
う
誤
解
に
対
し
て
も
、
上
述
の
論
理
【
仏

(B)
・
生

@
 

(b)}
に
よ
っ
て
、
「
仏
は
修
行
し
て
衆
生
を
救
ひ
給
ひ
」
、
「
衆
生
は
仏
を
頼

て
迷
を
転
す
る
仰
と
し
た
上
で
、
「
逝
諸
君

1
a
J計調
剖

叫
剖
計
司
船
」
と
、
十
劫
秘
事
の
所
説
を
破

す
し
て
a

し
て
い
か
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
源
頭
論
」
に
お
け
る
月
笠
の
十
劫
久
遠
論
は
、
十
劫
秘
事

を
意
識
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
一
面
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
月
笠
の
、

「
仏
と
衆
生
の
関
係
を
考
察
す
る
に
詳
細
を
尽
し
て
い
る
」
と
い
う
十
劫
久
遠

論
の
特
徴
も
、
十
効
秘
事
と
の
関
連
を
有
す
る
こ
と
が
一
要
因
と
な
っ
て
あ
ら

わ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
『
真
宗
閥
節
』
の
末
尾
に
添
え
ら
れ
た
門
弟
泰
巌
の
政
文
に

よ
っ
て
も
窺
え
る
。
こ
の
駿
文
は
、
宝
暦
四
年
(
一
七
五
四
)
九
月
、
月
答
没

後
二
十
四
年
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
泰
巌
は
『
真
宗
閥
節
』
五

篇
の
所
顕
よ
り
、
護
法
の
志
に
背
く
者
の
誤
り
を
あ
げ
、
こ
れ
を
誠
め
て
い
る
。

そ
の
中
、
「
源
頭
論
」
の
所
顕
に
該
当
す
る
箇
所
で
は
、
久
遠
劫
来
の
徳
津
を

知
ら
ず
に
十
劫
正
覚
に
と
ら
わ
れ
る
者
を
誠
め
て
い
る
。
こ
の
誠
め
は
、
「
源

頭
論
」
の
内
容
か
ら
し
て
、

お
そ
ら
く
十
劫
秘
事
に
対
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
あ
く
ま
で
門
弟
泰
巌
の
理
解
で
あ
る
が
、
「
源
頭
論
」
で
あ
ら
わ
さ
れ

る
十
劫
久
遠
の
説
示
と
十
劫
秘
事
と
の
関
連
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
八
線
問
答
』
に
お
い
て
は
、
師
知
空
同
様
に
蓮
知
型
の
安
心
、

一
念
帰
命



の
他
力
信
心
を
も
っ
て
十
劫
秘
事
に
対
応
し
て
い
る
。
そ
し
て
『
真
宗
関
節
』

「
源
頭
論
」
で
は
、
十
劫
秘
事
の
、
「
過
去
に
此
の
如
き
事
実
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
と
云
ふ
こ
と
を
認
め
て
、
疑
は
な
い
忘
れ
な
い
と
云
ふ
だ
け
で
、
現
在
迷
ひ

の
私
が
救
は
る
る
と
云
ふ
の
で
は
な
い
か
ら
、
仏
の
救
済
に
対
し
た
衆
生
の
信

@
 

仰
で
は
な
く
て
、
客
観
的
の
理
解
に
止
ま
る
」
よ
う
な
誤
っ
た
信
仰
に
対
し
て
、

十
劫
久
遠
論
及
ぴ
親
矯
の
「
自
身
現
是
罪
悪
生
死
凡
夫
、
噴
劫
己
来
常
没
常
流

転
、
無
v
有
ニ
出
離
之
縁
-
」
と
い
う
衆
生
観
よ
り
、
無
始
よ
り
は
た
ら
き
続
け

る
弥
陀
と
噴
劫
久
遠
よ
り
迷
う
衆
生
を
対
立
的
に
捉
え
、
そ
の
上
で
「
弥
陀
如

来
の
正
覚
を
な
り
た
ま
へ
る
い
は
れ
」
(
如
来
正
覚
の
因
果
て
「
わ
れ
ら
が
往
生

す
べ
き
他
力
の
信
心
と
い
ふ
い
は
れ
」
(
衆
生
往
生
の
因
果
)
を
流
動
的
に
あ
ら

@
 

わ
し
た
も
の
と
思
考
す
る
。

第
二
節

歴
代
の
十
劫
久
遠
の
思
想
と
月
笠
の
十
劫
久
遠
論
の
比
較
検
討

次
に
、
歴
代
の
十
劫
久
遠
の
思
想
と
、
月
笠
の
十
劫
久
遠
論
の
比
較
検
討
を

行
い
、
彼
の
十
劫
久
遠
論
の
位
置
づ
け
や
特
異
性
を
、
一
層
明
瞭
に
し
て
い
き

た
い
。
そ
の
際
に
、
同
時
代
の
学
匠
で
あ
る
知
空
等
の
説
示
も
参
考
に
す
る
こ

@
 

と
と
す
る
。

覚
如
は
、
阿
弥
陀
仏
が
一
切
諸
仏
の
本
師
本
仏
で
あ
る
こ
と
を
一
層
明
瞭
に

す
る
た
め
に
、
久
遠
実
成
阿
弥
陀
仏
、
す
な
わ
ち
十
劫
久
遠
の
思
想
を
論
じ
て

い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
諸
仏
と
の
比
較
を
通
し
て
阿
弥
陀
如
来
の
超
証
性
が
示

@
 

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
口
伝
紗
』
(
下
)
第
十
五
条
で
は
、
阿
弥
陀
仏
と
釈
迦
諸

能
化
時
代
初
期
に
お
け
る
十
劫
久
遠
論
の
研
究

仏
の
関
係
に
つ
い
て
、
釈
迦
及
ぴ
三
世
十
方
の
諸
仏
は
久
遠
実
成
の
阿
弥
陀
仏

を
本
師
本
仏
と
し
て
、
成
仏
し
、
極
楽
界
よ
り
出
現
し
て
、
浅
近
の
機
の
た
め

一
切
諸
仏
は
、
弥
陀
が
衆
生
化
益

に
利
生
方
便
を
め
ぐ
ら
す
と
す
る
。
ま
た
、

の
た
め
に
機
に
応
じ
て
化
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
教
え
は
権
仮
方
便
の

教
え
で
あ
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
説
く
こ
と
こ
そ
が
出
世
の
本
意
で
あ
る

@
 

と
顕
示
す
る
の
で
あ
る
。

@
 

続
い
て
存
覚
は
、
『
顕
名
紗
』
に
て
阿
弥
陀
如
来
を
「
久
遠
実
成
の
覚
体
、

無
始
本
有
の
極
理
」
と
定
め
、
久
遠
仏
よ
り
迷
い
の
衆
生
を
救
う
た
め
法
蔵
菩

薩
と
あ
ら
わ
れ
、
発
願
修
行
し
て
成
道
し
た
仏
が
十
劫
仏
で
あ
る
と
す
る
。
更

@
 

に
『
浄
土
真
要
紗
』
で
は
、
久
遠
仏
を
「
久
遠
実
成
の
古
仏
」
、
十
劫
成
道
を

「
呆
後
の
方
便
」
と
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
覚
如
の
十
幼
久
遠
の
思
想
に
み
ら

@
 

れ
た
阿
弥
陀
仏
本
師
本
仏
論
と
の
関
連
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
存
覚
に
至
り

一
層
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
覚
知
・
存
覚
が
、
こ
の
よ
う
な
本
師
本
仏

@
 

論
を
展
開
し
た
背
景
と
し
て
は
、
対
外
的
な
要
因
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
蓮
知
に
つ
い
て
も
、
『
御
文
章
』
の
中
で
阿
弥
陀
仏
の
本
師
本
仏
の
義

が
述
べ
ら
れ
て
お
旬
、
こ
の
阿
弥
陀
仏
の
本
師
本
仏
論
を
展
開
す
る
中
で
、

「
久
遠
実
成
の
古
仏
」
と
弥
陀
を
定
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
蓮
如
に
お

い
て
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
の
本
師
本
仏
論
に
よ
っ
て
、

教
団
内
に
向
け
、
弥
陀
一
仏
へ
の
帰
依
、
礼
拝
対
象
の
統
一
、
更
に
は
諸
仏
・

@
 

諸
菩
薩
・
諸
神
へ
の
不
軽
侮
を
示
す
意
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
月
釜
の
十
劫
久
遠
論
に
つ
い
て
一
言
す
る
と
、
仏
と
衆
生
の
関
係
を

考
察
す
る
に
詳
細
を
尽
し
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
そ
し
て
先
の
考
察
で
は
、

。



こ
の
よ
う
な
特
徴
が
、
十
劫
秘
事
と
の
関
連
を
有
す
る
こ
と
が
一
要
因
と
な
っ

て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
試
論
を
提
示
し
た
。

以
上
で
覚
知
・
存
覚
・
蓮
知
・
月
釜
に
お
け
る
十
劫
久
遠
の
思
想
的
特
色
を

略
述
し
た
。
覚
如
・
存
覚
・
蓮
知
に
共
通
し
て
い
る
点
は
、
久
遠
実
成
の
阿
弥

陀
仏
と
本
師
本
仏
論
の
関
連
で
あ
る
。
こ
れ
は
各
々
時
代
背
景
に
よ
っ
て
対
外

的
、
も
し
く
は
向
内
的
に
弥
陀
本
師
本
仏
論
を
示
す
必
要
性
が
あ
っ
た
た
め
と

息
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
月
釜
に
お
い
て
も
、
久
遠
実
成
の
阿
弥
陀
仏
と
本
師
本

仏
論
と
は
関
連
を
有
し
、
言
及
も
な
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
の
十
劫
久
遠
論
に
よ

る
所
顕
は
、
十
劫
義
(
赴
機
)
、
す
な
わ
ち
久
遠
仏
よ
り
迷
い
の
衆
生
を
救
う

た
め
に
再
成
さ
れ
た
十
劫
正
覚
の
弥
陀
で
あ
る
と
い
う
、
弥
陀
か
ら
衆
生
へ
の

は
た
ら
き
か
け
を
述
べ
る
こ
と
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
月
釜

の
思
想
的
特
色
は
、
歴
代
の
中
、
特
に
存
覚
の
久
遠
仏
と
十
劫
仏
の
関
係
を
あ

ら
わ
し
た
説
示
を
承
け
て
展
開
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
月
釜
と
同
時
代
の
学
匠
の
十
劫
久
遠
論
に
目
を
向
け
る
と
、
十
劫
義

に
つ
い
て
多
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

例
え
ば
、
知
空
は
四
種
の
十
劫
(
単
・
常
演
・
赴
機
・
延
促
劫
知
)
を
あ
げ
、
そ
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の
中
、
赴
機
の
十
劫
を
と
っ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
四
種
の
十
劫
義

と
い
う
の
は
、
浄
土
異
流
の
四
家
の
所
説
で
あ
り
、
知
空
は
、
「
浄
土
異
流
の

四
家
の
解
釈
を
用
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
更
に
詳
説
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
浄
土
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異
流
と
真
宗
教
義
と
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
」
ょ
う
で
あ
る
。
こ

れ
と
同
様
の
説
示
は
月
釜
の
著
述
の
上
に
も
み
ら
れ
、
「
然
る
に
此
の
赴
機
の

談
、
望
西
に
似
た
り
と
雛
も
、
鎮
家
は
単
を
正
と
な
し
赴
機
を
傍
と
な
す
。
今

一O
二

家
は
赴
機
を
正
と
な
し
単
を
傍
と
な
す
」
等
と
述
べ
て
い
句
。
こ
こ
か
ら
、
月

釜
に
お
い
て
も
、
師
知
空
を
承
け
て
、
浄
土
門
内
の
分
斉
を
明
ら
か
に
し
、
真

宗
教
義
の
独
自
性
を
明
確
化
し
よ
う
と
の
姿
勢
が
窺
え
る
。

つ
ま
り
、
歴
代
に
比
し
て
、
十
劫
義
を
示
す
こ
と
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る

と
い
う
月
筆
の
十
効
久
遠
論
の
特
色
は
、
十
劫
秘
事
と
の
関
連
を
有
し
た
こ
と
、

存
覚
の
思
想
を
色
濃
く
承
け
た
こ
と
、
更
に
浄
土
門
内
の
分
斉
を
明
ら
か
に
し
、

真
宗
教
義
の
独
自
性
を
明
確
に
し
よ
う
と
の
、
当
時
の
思
想
風
潮
も
一
要
因
と
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な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
章

十
劫
久
遠
の
思
想
的
意
義
の
検
討

こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
月
釜
の
十
劫
久
遠
論
は
十
劫
秘
事
の
誤
っ

た
信
仰
、
つ
ま
り
、
自
身
の
往
生
は
、
十
劫
正
覚
の
初
め
よ
り
定
め
ら
れ
て
い

る
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
知
り
か
え
り
、
疑
わ
ず
忘
れ
な
い
と
い
う
客
観
的
な
理

解
に
止
ま
る
も
の
に
対
応
す
る
思
想
と
な
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
機
受
の

信
を
忘
却
し
た
十
劫
秘
事
の
信
仰
に
対
し
て
、
現
に
迷
う
私
が
救
わ
れ
る
と
い

う
、
仏
の
救
済
に
対
し
た
衆
生
の
信
仰
体
型
を
顕
示
し
て
い
か
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
月
釜
並
に
知
空
等
の
同
時
代
の
学
匠
に
、
十
劫
義
に
よ
っ
て
浄
土
門
内

の
分
斉
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、

能
化
時
代
初
期
に
お
け
る
十
劫
久
遠
論
の
研
究
に
際
し
、
月
釜
を
一
事
例
と
し

て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
上
二
点
の
同
時
代
的
意
義
を
提
示
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
親
婚
の
十
劫
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久
遠
の
思
想
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
よ
う
。
そ
こ
で
筆
者
が
注
目
す
る

の
が
普
賢
保
之
氏
の
見
解
で
あ
る
。
同
氏
は
『
浄
土
和
讃
』
「
諸
経
讃
L

の、

久
遠
実
成
阿
弥
陀
仏

五
濁
の
凡
品
川
を
あ
は
れ
み
て

釈
迦
牟
尼
仏
と
し
め
し
て
ぞ

迦
耶
城
に
は
応
現
す
る

(
『
聖
典
全
書
』
二
、
三
八
二
頁
・
上
段
文
明
本
・
傍
線
は
筆
者
)

の
和
讃
を
解
釈
す
る
に
あ
た
り
、

無
明
の
大
夜
を
あ
は
れ
み
て

一
つ
前
に
置
か
れ
る

法
身
の
光
輪
き
は
も
な
く

無
碍
光
仏
と
し
め
し
て
ぞ

安
養
界
に
影
現
す
る

『
聖
典
全
書
』
二
、
三
八
二
頁
・
上
段
文
明
本
・
傍
線
は
筆
者
)

の
和
讃
と
の
関
連
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
要
を
述
べ
る
と
、
傍
線
部
の
「
鉱
山

明
」
は
、
我
々
の
罪
業
の
深
さ
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
我
々

を
救
う
た
め
に
、
無
碍
光
仏
と
し
て
浄
土
に
あ
ら
わ
れ
た
と
す
る
。
ま
た
、

「
法
身
の
光
輪
き
は
も
な
く
」
の
「
法
身
」
を
法
性
法
身
、
「
無
碍
光
仏
と
し
め

し
て
ぞ
」
の
「
無
碍
光
仏
」
を
方
便
法
身
と
み
て
、
こ
こ
で
は
、
無
碍
光
仏
と

呼
ば
れ
る
方
便
法
身
は
、
法
性
法
身
か
ら
顕
現
し
た
仏
で
あ
る
こ
と
を
表
現
さ

れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
無
碍
光
仏
」
(
十
劫
成
道
の
阿
弥
陀

仏
)
を
承
け
た
の
が
、
次
の
和
讃
の
「
久
遠
実
成
阿
弥
陀
仏
」
で
あ
る
と
解
し

て
い
る
。

そ
の
上
で
、
十
劫
成
道
の
阿
弥
陀
仏
を
、
わ
ざ
わ
ざ
「
久
遠
実
成
阿
弥
陀

仏
」
と
承
け
て
い
る
意
図
を
、
太
線
部
の
「
五
濁
の
凡
愚
を
あ
は
れ
み
て
」
と

関
連
づ
け
て
み
て
い
く
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ま
ず
、
「
五
濁
」
と
「
凡
愚
」
、

さ
ら
に
は
衆
生
の
罪
悪
性
や
苦
に
つ
い
て
の
、
善
導
の
説
示
、
及
び
親
驚
の
言

能
化
時
代
初
期
に
お
け
る
十
劫
久
遠
論
の
研
究

及
・
引
文
箇
所
を
列
挙
し
、
久
遠
の
過
去
か
ら
今
に
至
る
ま
で
悪
業
煩
悩
を
抱

え
た
愚
か
な
凡
夫
と
い
う
表
現
を
取
り
上
げ
る
。
続
い
て
、
親
驚
の
「
機
者
則
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一
切
善
悪
大
小
凡
愚
也
」
と
い
う
「
行
巻
」
偽
前
の
文
よ
り
、
救
い
の
対
象
を

一
切
の
凡
愚
と
し
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
文
言
を
根
拠

と
し
て
、
「
衆
生
の
罪
業
を
久
遠
劫
来
の
も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
親
騰
に
と

っ
て
、
阿
弥
陀
仏
は
久
遠
劫
来
に
わ
た
り
は
た
ら
き
か
け
て
い
る
仏
と
受
け
止

め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
親
驚
は
前
の
和
讃
で
法
性
法
身
か
ら

顕
現
し
た
方
便
法
身
で
あ
る
無
碍
光
仏
を
、
こ
の
和
讃
で
は
「
久
遠
実
成
阿
弥
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陀
仏
」
と
あ
ら
わ
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
」
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
月
笠
の
十
幼
久
遠
論
に
お
い
て
も
、
親
鷲
の
「
自
身
現
是
罪
悪

生
死
凡
夫
、
噴
劫
己
来
常
没
常
流
転
、
無
ν
有
ニ
出
離
之
縁
こ
と
い
う
文
よ
り
、

無
始
よ
り
は
た
ら
き
続
け
る
弥
陀
と
噴
劫
久
遠
よ
り
迷
う
衆
生
を
対
立
的
に
捉

え
、
現
に
迷
う
私
が
救
わ
れ
る
と
い
う
、
仏
の
救
済
に
対
し
た
衆
生
の
信
仰
体

型
を
顕
示
し
て
い
か
れ
た
の
で
あ
る
と
の
試
論
を
提
示
し
た
。
筆
者
は
、
こ
の

点
に
お
い
て
、
両
者
の
思
想
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
と
共
に
、
先
で
、
当
時
存

在
し
た
十
劫
秘
事
に
対
応
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
述
べ
た
月
答
の
思
想
に

関
し
て
、
更
に
視
野
を
広
げ
て
考
え
て
み
た
い
。

大
原
性
実
氏
は
、
十
劫
秘
事
が
主
張
す
る
思
想
の
棋
拠
と
な
る
の
が
、
「
浄

土
真
宗
の
救
い
は
絶
対
他
力
で
あ
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
十
劫
秘
事
は
、
絶
対
他
力
の
救
い
で
あ
る
が
故
に
、
因
も
果
も
悉
く
阿

弥
陀
仏
に
お
い
て
仕
立
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
、
機
の
立
場
に
お
け

る
た
の
む
の
信
は
条
件
的
救
い
で
あ
る
、
衆
生
の
往
生
は
仏
の
正
覚
の
成
就
し

一O
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た
十
劫
の
昔
に
こ
の
正
覚
と
同
時
に
成
就
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
等

と
主
張
す
る
と
捉
え
て
い
句
。

こ
の
絶
対
他
力
義
が
親
驚
の
根
本
的
立
場
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

が
、
注
意
す
べ
き
点
は
、
救
い
が
絶
対
他
力
で
あ
る
が
故
に
、
と
も
す
れ
ば
機

受
の
信
を
忘
れ
、
と
も
す
れ
ば
客
観
的
な
理
解
に
止
ま
る
よ
う
な
、
誤
っ
た
信

仰
に
陥
る
危
険
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
十
劫
秘
事
や
無
帰
命
安
心
と

い
っ
た
も
の
は
こ
の
典
型
で
は
あ
る
が
、
我
々
に
も
決
し
て
無
関
係
の
こ
と
で

は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
た
時
に
、
月
笠
が
十
劫
久
遠
論
に
よ
っ
て
、
無
始

よ
り
は
た
ら
き
続
け
る
弥
陀
と
噴
劫
久
遠
よ
り
迷
う
衆
生
を
対
立
的
に
捉
え
、

現
に
迷
う
私
が
救
わ
れ
る
と
い
う
、
仏
の
救
済
に
対
し
た
衆
生
の
信
仰
体
型
を

顕
示
し
て
い
か
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
「
弥
陀
如
来
の
正
覚
を
な
り
た
ま
へ
る
い

は
れ
」
(
如
来
正
覚
の
因
果
)
・
「
わ
れ
ら
が
往
生
す
べ
き
他
力
の
信
心
と
い
ふ
い

は
れ
」
(
衆
生
往
生
の
因
果
)
を
流
動
的
に
あ
ら
わ
し
た
こ
と
は
、
単
に
当
時
の

十
劫
秘
事
に
対
応
す
る
と
い
う
意
義
に
留
ま
ら
ず
、
今
こ
の
私
に
対
し
て
も
重

要
な
意
義
を
も
っ
と
捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
、
市
。

結

論

本
稿
で
は
、
能
化
時
代
初
期
に
お
け
る
十
劫
久
遠
論
を
研
究
す
る
に
当
た
り
、

月
釜
の
思
想
を
取
り
上
げ
た
。
ま
ず
、
彼
の
十
劫
久
遠
論
が
、
「
仏
と
衆
生
の

関
係
を
考
察
す
る
に
詳
細
を
尽
し
て
い
る
」
点
に
着
目
し
、
こ
の
よ
う
な
特
徴

を
存
す
る
要
因
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
当
時
広
が
り
を
み
せ

て
い
た
十
劫
秘
事
と
の
関
連
を
有
し
た
こ
と
、
存
覚
の
思
想
を
色
濃
く
承
け
た

一O
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こ
と
、
ま
た
、
浄
土
門
内
の
分
斉
を
明
ら
か
に
し
て
真
宗
教
義
の
独
自
性
を
明

確
に
し
よ
う
と
す
る
当
時
の
思
想
風
潮
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
、
一
要
因
と

な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
考
察
に
よ
っ
て
、
筆
者

は
、
月
釜
の
十
劫
久
遠
論
の
位
置
付
け
や
特
異
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、

十
劫
秘
事
に
対
応
す
る
、
そ
し
て
浄
土
門
内
の
分
斉
を
明
ら
か
に
す
る
、
と
い

う
こ
点
に
お
い
て
、
十
劫
久
遠
論
の
同
時
代
的
意
義
を
見
出
し
た
。

更
に
、
月
釜
の
十
劫
久
遠
論
は
、
機
受
の
信
を
忘
却
し
た
十
劫
秘
事
の
信
仰

に
対
応
す
る
と
い
う
同
時
代
的
意
義
に
留
ま
ら
ず
、
今
こ
の
私
に
対
し
て
も
重

要
な
意
義
を
も
っ
と
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
、
救
い
が
絶
対
他
力
で
あ
る
が
故
に
、

と
も
す
れ
ば
機
受
の
信
を
忘
れ
、
と
も
す
れ
ば
客
観
的
な
理
解
に
止
ま
る
よ
う

な
、
誤
っ
た
信
仰
に
陥
る
危
険
性
が
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
現
に
迷
う

私
が
救
わ
れ
る
と
い
う
、
仏
の
救
済
に
対
し
た
衆
生
の
信
仰
体
型
を
顕
示
し
た

月
釜
の
十
劫
久
遠
論
は
、
我
々
に
も
通
じ
る
思
想
と
な
る
の
で
あ
る
。
換
言
す

る
と
、
私
自
身
の
愚
か
さ
を
照
ら
し
出
し
、
気
づ
か
せ
、
救
っ
て
く
だ
さ
る
は

@
 

た
ら
き
の
上
に
、
存
在
さ
れ
て
い
る
仏
で
あ
る
と
い
う
阿
弥
陀
仏
観
を
、
月
筆

の
十
劫
久
遠
の
思
想
よ
り
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

月
筆
は
、
在
野
に
あ
り
な
が
ら
能
化
に
匹
敵
す
る
程
の
思
想
を
有
し
、
当
時

の
宗
学
・
安
心
の
形
成
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時

代
に
関
す
る
宗
学
史
は
、
在
野
学
匠
の
動
向
に
も
よ
り
焦
点
を
当
て
、
彼
等
の

思
想
に
つ
い
て
も
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
様
相
を
呈
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
月
釜
や
知
空
等
の
初
期
宗
学
者
の
見
解
は
、
思
想
的

特
色
及
ぴ
同
時
代
的
意
義
を
有
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
後
の
宗
学
に
も
影
響
を



与
え
、
現
代
に
も
通
じ
る
思
想
を
内
在
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
江
戸
期
宗
学
に

お
け
る
上
述
の
根
本
問
題
の
研
究
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
初
期
宗
学

者
の
見
解
を
考
慮
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
考
す
る
の
で
あ
句
。

註①
本
稿
で
は
、
こ
の
能
化
時
代
初
期
と
い
う
時
代
区
分
を
、
普
賢
大
闘
氏
の
い

う
と
こ
ろ
の
「
能
化
時
代
の
第
一
期
即
ち
西
吟
・
知
空
・
若
震
の
三
代
の
聞
の

宗
学
」
と
定
め
る
。
(
普
賢
大
国
『
真
宗
教
学
の
発
達
』
九
一
頁
・
一

O
七
頁
)

②
同
右
・
一

O
七
頁

③
大
原
性
実
「
月
釜
と
そ
の
宗
串
」
(
『
龍
谷
大
学
論
叢
』
二
五
九
)
七
七
頁

④
前
掲
『
真
宗
教
学
の
発
達
』
一
四
五
頁

⑤
前
掲
「
月
筆
と
そ
の
宗
串
」
八

O
頁

⑥
前
掲
『
真
宗
教
学
の
発
達
』
一
四
五
頁

⑦
山
本
仏
骨
「
蓮
華
蔵
間
月
筆
師
の
宗
学
」
(
『
龍
谷
教
学
』
八
)
九
六
頁

⑧
妻
木
直
良
編
『
真
宗
全
書
』
七
問
(
以
下
、
『
真
宗
全
書
』
七
四
)
二
九
頁

i
三
五
頁

⑨
岩
谷
教
授
・
問
中
真
・
山
本
浩
信
・
佐
々
木
瑞
雲
「
真
宗
法
要
開
版
始
末
」

(
『
教
学
研
究
所
紀
要
』
一

O
)
五
三
頁
i
一
O
六
頁

⑬
月
渓
『
笛
峰
道
人
月
笹
律
師
行
状
』
(
『
真
宗
全
書
』
六
八
、
四
三
四
頁
i
四

三
六
頁
)
玄
智
『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』
(
新
編
真
宗
全
書
刊
行
会
編
『
新
編
真

宗
全
書
』
六
〔
以
下
、
『
新
編
真
宗
全
書
』
六
〕
一
八
八
頁
)
龍
護
『
清
流
紀

談
』
(
『
新
編
真
宗
全
書
』
一

O
、
三
一
九
頁
i
三
二
四
頁
)
前
田
慧
雲
『
本

願
寺
派
学
事
史
』
(
『
新
編
真
宗
全
書
』
一

O
、
五
三
七
頁
l
五
四
三
頁
)
鈴

木
法
環
『
真
宗
事
史
』
六
三
頁
1
七
五
頁
井
上
哲
雄
『
真
宗
本
派
学
僧
逸
伝
』

八
二
頁
1
八
三
頁
真
宗
新
辞
典
編
纂
会
編
『
真
宗
新
辞
典
』
一
三
三
頁
日

本
仏
教
人
名
辞
典
編
纂
委
員
会
編
『
日
本
仏
教
人
名
辞
典
』
一
二
四
頁
柏
原

祐
泉
・
薗
田
香
融
・
平
松
令
三
監
修
『
真
宗
人
名
辞
典
』
一

O
八
頁

⑪
山
本
仏
骨
氏
は
、
島
根
県
飯
石
郡
三
万
屋
町
三
万
屋
の
善
徳
寺
に
伝
わ
る
系

能
化
時
代
初
期
に
お
け
る
十
劫
久
遠
諭
の
研
究

図
、
及
び
同
寺
に
月
筆
が
写
し
た
金
泥
の
阿
弥
陀
経
が
伝
わ
っ
て
い
る
点
を
考

慮
し
、
彼
が
普
徳
寺
で
生
ま
れ
た
可
能
性
も
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
(
前

掲
「
蓮
華
蔵
間
月
筆
師
の
宗
学
」
一

O
三
頁
i
一
O
四
頁
)
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
更
な
る
検
討
を
要
す
る
。

⑫
『
新
編
真
宗
全
書
』
一

O
、
五
四
一
一
員
l
五
四
二
頁

⑬
前
掲
『
真
宗
撃
史
』
六
三
頁
l
六
四
頁

⑬
前
掲
「
月
峯
と
そ
の
宗
串
」
九
七
頁

⑮
和
田
幸
司
「
近
世
初
期
に
お
け
る
真
宗
信
仰
の
一
様
相
|
「
光
善
寺
教
行
寺

筒
条
書
の
破
文
」
を
中
心
に

l
」
(
『
法
政
論
叢
』
四
六
・
二
一

O
三
頁

⑬
三
浦
真
証
「
近
世
初
期
真
宗
教
学
の
変
貌
|
『
私
観
子
』
か
ら
の
考
察
|
」

(
『
真
宗
学
』
一
一
一
八
)
六

O
頁
i
六
一
頁

⑫
前
掲
「
近
世
初
期
に
お
け
る
真
宗
信
仰
の
一
様
相
|
「
光
善
寺
教
行
寺
箇
条

書
の
破
文
」
を
中
心
に
|
」
一

O
二
頁
(
傍
線
は
筆
者
)

⑬
大
桑
斉
『
日
本
仏
教
の
近
世
』
一
三
七
頁
1
一
四
一
頁

⑬
前
掲
「
月
筆
と
そ
の
宗
串
」
七
三
頁

⑫
『
龍
谷
大
学
三
五

O
年
史
』
通
史
編
上
巻
、
三
三
頁

⑪
『
真
宗
全
書
』
六
二
、
二
頁
i
四
頁

⑫
『
真
宗
全
書
』
六
二
、
二
頁
1
三
頁

@
前
掲
「
月
寒
と
そ
の
宗
畢
」
七
三
頁

⑫
『
真
宗
全
書
』
五
三
、
二
九

O
頁

@
前
掲
「
蓮
華
蔵
閣
月
筆
師
の
宗
学
」
九
九
頁

@
一
帖
目
十
三
通
(
真
宗
聖
教
全
書
編
纂
所
編
『
真
宗
聖
教
全
書
三
歴
代

部
』
〔
以
下
、
『
真
聖
全
』
一
ニ
〕
四
二

O
夏
)

⑫
『
真
聖
全
』
三
、
四
六
二
頁

@
前
掲
「
月
筆
と
そ
の
宗
皐
」
七
七
頁
i
八
二
頁
前
掲
『
真
宗
教
学
の
発
達
』

一
三
六
頁
i
一
四

O
頁
前
掲
「
蓮
華
蔵
閣
月
笠
師
の
宗
学
」
九
九
頁
l
一
O

一
頁
堀
祐
彰
「
月
筆
師
の
加
来
論
」
(
『
龍
谷
教
学
』
四

O
)
一
コ
二
頁
1
一

四
O
頁

@
本
来
な
ら
ば
関
連
す
る
文
の
一
々
を
取
り
上
げ
詳
細
に
論
じ
る
箇
所
で
あ
る

一O
五



が
、
本
稿
で
は
紙
数
の
都
合
上
、
概
略
を
述
べ
る
に
留
め
さ
せ
て
項
く
。

@
『
真
宗
全
書
』
五
三
、
三
七
頁
・
四

O
頁

@
『
真
宗
全
書
』
五
三
、
三
七
頁
『
浄
土
和
讃
嘗
解
』
二
(
星
文
堂
浅
野
捕
兵

街
等
刊
)
一
八
丁
左
・
一
九
丁
右
1
一
九
丁
左

@
『
真
宗
全
書
』
五
三
、
四

O
頁
・
五
一
一
貝

@
『
真
宗
全
書
』
五
三
、
四
三
頁
・
七
一
頁
・
七
二
頁

@
教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
浄
土
真
宗
聖
典
金
書
二
宗
祖
篇
上
』

(
以
下
、
『
聖
典
全
書
』
二
)
七
一
頁

@
『
真
宗
全
書
』
五
三
、
四

O
頁
・
五

O
頁
1
五
一
頁
・
五
三
頁
l
五
五
頁
・
七

五
頁

@
『
真
宗
全
書
』
五
三
、
五
二
頁
1
五
三
頁

@
『
真
宗
全
書
』
五
三
、
五
五
頁

@
『
真
宗
全
書
』
五
三
、
七
六
頁
l
七
七
頁

@
『
真
宗
全
書
』
五
三
、
七
七
頁

⑩
『
真
宗
全
書
』
五
三
、
七
七
頁

⑪
『
真
宗
全
書
』
五
三
、
七
七
頁
(
傍
線
は
筆
者
)

@
杉
紫
朗
『
御
文
章
講
話
』
一
五
一
頁

@
よ
っ
て
筆
者
は
、
『
八
僚
問
答
』
・
「
護
法
篇
」
・
寸
源
頭
論
」
は
、
十
劫
秘
事
、

そ
し
て
こ
れ
に
対
す
る
安
心
・
学
問
・
教
学
を
説
く
と
い
う
点
に
お
い
て
、
関

連
を
有
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
る
。

@
本
来
な
ら
ば
、
覚
知
・
存
覚
・
蓮
如
の
十
劫
久
遠
の
思
想
に
つ
い
て
、
関
連

す
る
文
の
一
々
を
あ
げ
て
論
じ
る
箇
所
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
紙
数
の
都
合
上
、

筆
者
が
注
目
す
る
思
想
的
特
色
の
一
面
を
先
行
研
究
(
佐
藤
哲
英
『
口
伝
紗
の

研
究
』
普
賢
晃
盛
時
『
中
世
真
宗
教
学
の
展
開
』
三
輪
一
了
「
本
師
本
仏
論

の
一
考
察
」
〔
『
龍
谷
教
学
』
二
七
〕
梯
賓
園
「
十
劫
久
遠
論

l
親
驚
聖
人
の

仏
陀
観
の
一
側
面
|
」
〔
浅
井
成
海
『
日
本
浄
土
教
の
形
成
と
展
開
』
〕
前
掲

「
月
釜
師
の
知
来
論
」
高
田
未
明
「
蓮
如
の
諸
行
観
と
本
師
本
仏
論
」
〔
『
宗
教

研
究
』
八
四
・
四
〕
)
を
参
考
に
し
つ
つ
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

@
『
真
聖
全
』
三
、
二
三
頁
1
二
六
頁

一O
六

@
梯
氏
は
、
幸
西
(
一
二
ハ
三
1
一
二
四
七
)
と
親
驚
の
久
遠
実
成
説
を
統
合

す
る
よ
う
な
阿
弥
陀
仏
観
を
表
明
し
た
の
が
覚
如
の
『
口
伝
紗
』
(
開
出
三
身

章
)
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
幸
西
と
親
鳴
の
久
遠
実
成
阿
弥
陀
仏
説
の
相
違
点

と
し
て
、
幸
西
が
『
玄
義
分
抄
』
二
乗
門
釈
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
仏
に
本
議
関

係
を
み
て
、
本
門
を
久
遠
実
成
、
漣
門
を
十
劫
正
覚
(
垂
漣
・
果
後
の
方
便
)

と
し
、
「
十
劫
正
覚
、
宣
に
誠
説
な
ら
む
や
」
と
述
べ
る
に
対
し
、
親
鷲
は
久
遠

と
十
効
に
本
法
を
立
て
ず
、
久
遠
実
成
の
阿
弥
陀
仏
が
本
願
を
選
択
さ
れ
た
と

い
い
、
十
劫
の
ま
ま
が
久
遠
実
成
で
あ
る
と
し
た
こ
と
を
あ
げ
る
。
そ
し
て
覚

如
は
、
幸
西
が
「
『
玄
義
分
抄
』
に
お
い
て
『
法
事
讃
』
や
『
般
舟
三
昧
経
』
に

よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
を
本
師
と
定
め
た
釈
義
を
受
け
継
い
で
、
久
遠
実
成
説
に
基

づ
く
本
師
本
仏
論
を
展
開
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
(
前
掲
「
十
劫
久
遠
論

l
親
鷺
聖
人
の
仏
陀
観
の
一
側
面
|
」
一
二
一
二
頁
i
三
二
三
頁
)

@
『
真
聖
全
』
三
、
三
四

O
頁

⑬
『
真
聖
全
』
三
、
二
ニ

O
頁
、
こ
れ
と
同
趣
の
記
述
内
容
が
『
持
名
紗
』
(
『
真

聖
全
』
三
、
九
二
頁
)
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。

⑮
三
輪
一
了
氏
は
、
存
覚
の
本
師
本
仏
論
に
つ
い
て
、
覚
如
の
阿
弥
陀
仏
本
師

本
仏
論
の
意
を
承
け
、
「
本
師
」
と
「
本
仏
」
の
語
を
明
確
に
区
別
し
て
使
用
し

て
い
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
阿
弥
陀
如
来
を
「
本
師
」
と
い
う
時
に
は
、
三
世

の
諸
仏
は
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
を
念
じ
て
仏
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
弥
陀

は
「
本
師
」
、
諸
仏
は
末
弟
子
と
な
る
。
ま
た
阿
弥
陀
如
来
を
「
本
仏
」
と
い
う

時
に
は
、
十
方
の
諸
仏
は
悉
く
阿
弥
陀
如
来
の
教
え
を
説
く
た
め
に
、
弥
陀
の

浄
土
か
ら
出
現
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
弥
陀
は
「
本
仏
」
、
諸
仏
は
末
仏
と
な
る

と
解
釈
し
て
い
る
。
更
に
こ
れ
が
蓮
如
に
至
る
と
、
「
本
師
本
仏
」
と
一
語
に
し

て
、
諸
仏
は
阿
弥
陀
知
来
の
本
願
力
に
よ
っ
て
仏
に
な
っ
た
と
同
時
に
、
阿
弥

陀
如
来
の
教
え
を
説
く
た
め
に
浄
土
か
ら
出
現
し
た
仏
と
い
う
意
を
示
す
と
す

る
。
(
前
掲
「
本
師
本
仏
論
の
一
考
察
」
六
二
頁
1
六
七
頁
)

@
普
賢
晃
帯
氏
は
、
覚
如
が
本
師
本
仏
論
を
展
開
し
た
要
因
と
し
て
、
諸
宗
の

諸
仏
に
対
し
阿
弥
陀
仏
の
優
位
性
を
主
張
し
、
浄
土
真
宗
、
親
鴬
一
流
の
教
学

的
立
場
の
確
立
を
め
ざ
し
た
こ
と
を
あ
げ
る
。
特
に
覚
知
・
存
覚
の
時
代
は
日



蓮
宗
の
京
都
進
出
、
山
陽
道
へ
の
発
展
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。

ま
た
存
覚
に
つ
い
て
も
、
釈
尊
は
久
遠
実
成
の
実
仏
で
あ
り
、
一
切
諸
仏
の
本

師
本
仏
で
あ
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
は
釈
尊
の
分
身
、
所
従
の
権
仏
で
あ
る
と
す
る

日
蓮
の
仏
身
論
に
対
し
て
、
本
覚
思
想
の
上
よ
り
『
法
華
経
』
「
寿
量
日
間
」
の
久

遠
の
釈
迦
と
弥
陀
と
を
同
一
体
と
し
、
弥
陀
が
一
切
諸
仏
の
本
師
本
仏
、
根
源

で
あ
る
と
主
張
し
た
と
す
る
。
(
前
掲
『
中
世
真
宗
教
学
の
展
開
』
九
三
頁
・
二

二
三
頁
l
二
二
五
頁
)

⑪
『
真
聖
全
』
三
、
四
三

O
頁
・
四
三
六
頁
・
四
三
八
頁
・
四
六
七
頁

@
前
掲
『
口
伝
紗
の
研
究
』
一
九
九
頁
前
掲
「
蓮
如
の
諸
行
観
と
本
師
本
仏

論
」
三
六
六
頁
i
三
六
七
頁
尚
、
都
河
普
鉦
氏
は
、
蓮
如
が
本
師
本
仏
論
に

関
連
し
て
「
久
遠
実
成
の
十
日
仏
」
と
示
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
「
こ
れ
は
十
劫

秘
事
に
簡
ん
で
の
釈
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
筆
者
は
そ
の
よ
う
に
断
定

す
る
た
め
に
は
、
更
な
る
検
討
を
要
す
る
と
考
え
る
。
(
都
何
普
鉦
「
本
師
本
仏

に
つ
い
て
」
〔
『
龍
谷
教
学
』
二
九
〕
一
二
三
頁
)

@
赴
機
に
つ
い
て
、
月
笠
は
弥
陀
の
赴
機
と
す
る
。
一
方
で
飯
島
氏
に
よ
る
と
、

知
空
は
「
明
確
に
説
明
し
て
い
な
い
が
、
経
の
当
面
は
寸
釈
迦
の
赴
機
」
の
立

場
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。
(
飯
島
憲
彬
「
知
空
師
の
「
十
劫
の
説
意
」
に
つ

い
て
|
『
浄
土
和
讃
首
書
』
を
中
心
と
し
て
|
」
〔
『
宗
学
院
論
輯
』
八
一
一
〕
一

一
頁
)
こ
の
二
つ
の
見
解
に
つ
い
て
寛
寧
こ
七
八
九
1
一
八
七
九
)
は
、
釈

迦
の
赴
機
説
を
否
定
し
、
月
寒
の
『
稀
讃
浄
土
教
駕
説
』
に
説
か
れ
る
弥
陀
の

赴
機
説
(
弥
陀
の
別
縁
受
化
の
機
に
赴
い
て
再
び
正
覚
を
取
り
た
ま
ふ
所
の
時

劫
を
於
今
十
劫
と
説
く
)
に
単
の
十
劫
を
兼
ね
る
義
を
と
る
の
で
あ
る
。
更
に
、

寸
先
輩
皆
此
義
に
随
ふ
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
月
笠
の
思
想
は
、
後
の
宗
学
に
影

響
を
与
え
て
い
る
と
い
え
る
。
(
真
宗
叢
書
編
輯
所
編
『
真
宗
叢
書
』
二
〔
以
下
、

『
真
宗
叢
書
』
一
一
〕
六
六
七
頁
1
六
六
八
頁
)
特
に
空
華
学
派
を
通
し
て
一
層
高

め
ら
れ
た
別
縁
受
化
の
機
に
赴
く
と
い
う
思
想
、
数
々
成
仏
説
は
、
現
代
に
至

る
ま
で
研
績
さ
れ
て
い
る
。

@
前
掲
「
知
空
師
の
「
十
劫
の
説
意
」
に
つ
い
て
|
『
浄
土
和
讃
首
書
』
を
中

心
と
し
て

l
」
一
六
頁
、
こ
の
論
考
の
中
で
飯
島
氏
が
い
う
よ
う
に
、
上
述
の

能
化
時
代
初
期
に
お
け
る
十
劫
久
遠
論
の
研
究

四
家
の
説
は
後
の
議
論
の
基
礎
と
な
り
、
論
題
「
十
劫
久
遠
」
に
お
い
て
、
十

劫
の
説
意
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

@
前
掲
『
浄
土
和
讃
嘗
解
』
二
・
一
九
丁
右
l
一
九
丁
左

@
筆
者
は
、
歴
代
の
思
想
か
ら
新
た
な
展
開
を
み
せ
、
後
の
宗
学
に
も
影
響
を

与
え
る
上
述
の
知
空
や
月
筆
の
見
解
が
、
十
劫
久
遠
の
思
想
の
展
開
過
程
に
お

い
て
も
、
重
要
な
一
点
で
あ
る
と
考
え
る
。

@
本
来
な
ら
ば
、
親
駕
の
十
劫
久
遠
に
関
す
る
説
示
と
、
こ
れ
に
影
響
す
る
と

考
え
ら
れ
る
経
釈
の
一
々
を
あ
げ
て
論
じ
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
紙
数

の
都
合
上
、
筆
者
が
注
目
す
る
親
鱒
の
思
想
的
特
色
の
一
面
を
、
先
行
研
究
を

参
考
に
し
て
取
り
上
げ
る
。

@
『
聖
典
全
書
』
二
、
五
九
頁

@
普
賢
保
之
「
親
鷲
の
知
来
観
」
(
『
真
宗
学
』
一

O
九
・
一
一

O
)
四
三
五
頁

ー
四
四

O
頁

@
大
原
性
実
『
虞
宗
異
義
典
安
心
の
研
究
』
一
ニ
一
二
頁
i
三
二
ニ
頁

⑪
先
哲
の
中
に
は
、
久
遠
と
い
う
こ
と
を
重
要
視
す
る
立
場
と
重
要
視
し
な
い

立
場
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
石
泉
な
ど
は
、
久
遠
は
天
台
法
華
に
対
す
る
説
で

あ
る
と
対
外
的
な
一
両
の
み
で
こ
れ
を
解
釈
し
、
強
い
て
久
遠
を
論
じ
る
必
要

は
な
い
と
い
う
立
場
を
と
る
。
(
『
三
帖
和
讃
観
海
篇
』
三
、
光
宣
寮
一
五
丁

右
i
一
七
丁
左
)
一
方
で
善
説
な
ど
は
、
向
内
・
向
外
の
二
両
よ
り
、
久
遠
を

重
視
す
る
立
場
を
と
る
。
「
一
に
為
ν
顕
二
本
師
尊
高
-
故
、
二
に
為
v
成
=
十
劫
為

物
-
故
、
三
に
為
ν
増
ユ
行
者
敬
信
-
故
。
」
(
『
真
宗
叢
書
一
一
』
六
七
一
頁
)
上
述
の

よ
う
に
、
筆
者
は
、
対
外
的
な
一
面
の
み
で
十
劫
久
遠
の
思
想
を
解
釈
す
る
べ

き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

@
田
畑
正
久
「
念
仏
は
な
ぜ
難
信
な
の
か
」
(
『
在
家
仏
教
』
七
二
六
)
五
八
頁

ー
五
九
頁
・
六
六
頁
1
六
七
頁

@
本
稿
に
て
十
分
な
考
察
が
で
き
な
か
っ
た
点
を
、
今
後
の
課
題
と
し
て
以
下

で
略
述
す
る
。
ま
ず
、
月
筆
の
十
劫
久
遠
論
以
外
の
教
学
に
関
し
て
も
詳
細
な

る
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
能
化
時
代
初
期
に
お
け
る
他
学
匠
の
動

向
や
思
想
に
つ
い
て
も
、
幅
広
く
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
在

一O
七



一O
八

野
の
学
寮
等
の
学
問
機
関
の
状
況
と
、
こ
れ
が
当
時
の
宗
学
に
与
え
た
影
響
と

い
う
点
に
も
注
目
し
て
い
く
。
更
に
、
各
々
の
地
域
に
お
け
る
出
版
文
化
の
発

達
と
、
教
学
・
安
心
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
『
月
釜
聖
教
目
録
』
等
の
「
聖
教
目

録
」
を
用
い
て
考
察
を
行
い
た
い
。
こ
れ
ら
の
在
野
学
匠
・
寺
院
等
の
検
討
に

当
た
っ
て
は
、
地
域
史
等
の
資
料
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
こ
の
時
代

の
宗
学
史
を
再
考
し
て
い
く
。
ま
た
、
能
化
時
代
初
期
が
「
素
朴
時
代
の
宗
学
」

と
位
置
づ
け
ら
れ
る
点
を
再
検
討
す
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
評
価
が
な
さ
れ

る
一
要
因
、
す
な
わ
ち
、
仏
教
学
の
模
倣
、
応
用
と
い
っ
た
当
時
の
研
究
方
法

に
関
し
て
新
た
に
考
察
を
施
す
。
つ
ま
り
、
上
記
の
よ
う
な
研
究
方
法
が
宗
学

の
発
達
に
与
え
た
功
績
と
い
う
一
面
に
つ
い
て
論
及
し
て
い
き
た
い
。


